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報″彰,霧 勅 未商今りあ)

継
「あきたこぎち」lf、距ネ26伊外杉キ差線 部じあl(か

｀
て「ヨシヒカll Jをど 「夫

112?2号Jを 尖として灸砿を打い、民孫お2キ|て荻口期 がた手を捺り安けて望放目

えを回った糸能( みヽる。賢字t査?れ釈口採の突効挽液として林、用せ
‐
″(「あきたこまち」

と領 せ本た。ネ採 iておげては、文孫宅″卜がらし依口多!号」の衣盆をてヽネ錫立び|(

採商か錫の美秘並倉予緒鋼盗

に,メ改秀Xし、」昭う各F占開L●卜うハ胡

理碁と新Dセ鈍本 (夕か力)|〔法

試 して状電を主ひ|くを7性を族針

し′く慈と采方望1と無めらヤ代rて.

2 緒 はの紹手
1)影 廷t争籾隆

(|)「 ゐきkご まう」の文影争ヒ|びヤマ分ろが、飼時 の碁芽条件 (初て～冴2そ)ではFcF

粟【はない。ものど章くは 「ササミノll」主の短むで夫tば 羨く素身の六ヤ(がタイヽ`.
(2)転 品かけつ期の生台せば「ササミノ'|」よリケなぃ。衣こぼ疲 く淋が開後し、

素身のィ代的ヽ
・
ケなく.亡立貿の専去 とならが、ム終牧ば工葉パゃやhtTく。

C)将 接ば「ササミノll」t(レに設 して4～ すc的笠ぃ、ヤ拝脇魚款ユ並たであう。

“)飛 球酌士「ササミノリ」|く火顛iして2え 枚梗汚生和が多く、Tササヾノリ」ま

りややま紅で r燕院閣的 多ぃ。飛揃い|すヤマガろが
｀
、詠セば良みである。

2)生 絶衛熔は

(1)ム終 tすTササミノ!|」tく及按 しマ/へ2口平 、`.広 熱鋼は2口～4Uギ 、ヽャ生
の平lで'＼う。

(2)癖 の大辞 1ま「ササヾノリ」立で痴r策!よやゃみ十かで力ろが .わl朕地拡ネ土l女
「ササミノ!|」よりませる。

(う)い もう耐るは 1ま、夕は払れ越並イ去与Pズー久、族―ズをもつものと北えされる。
1翻"滅仏粛町ヒ|ま安じ`わち、糸尊、ヽわちと↓「7氏 ヒカ!)、キヨニシキ」tくまさら捕
舟だをもって、`る。

“)耐 肉性は、走落鈍の柩遥拠翌的性|ま「7夫 ヒカお}」立であるが、お手募拭の人
ェ久象ユ|くよう赫り筆掌釆でヽ1ま「7キ ヒカ'卜 ,サ ミノl).た ヵ

｀
わみのり」|(ま

さら.眸 岳貿付ハはは「7玉 ユタカ」立であら。

(3)吹 ゼノヒ1ま「ササミノリ」立てヽ 「7キ ヒカ・,Jの ような多吹はtよもつてヽな`ヽ`.
ろ)鵡 安並ひに合来
(|)玄 夫lなヤ円でrササミノ!)」よリノド叔 でヽ娘必 ↓うすつてヽみろ。を大 ,光沢が
まく義夜!まRお でみる。名緒歩密じ「ササミノリ」よりもく、また松芽の残み
わ′′どヽ`。

r2)、独ウ綸よ姥手表鉄六ヵあ、来商小湯の試験の総来 、「ササミノ'】、アキヒカ リ」
スが「トヨニシ氏、コザネヒヵ・)」よ′|ぱJllらいlミまさ′卜 「ササユシキ」立
の塔さう【をもって、ヽる。
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多.力 3兵 て突々競 に掃入するメむ

「力きたこまちど|まFすすこシキ」立の合ス をもつヤとこ倉 てヽ、耐ハだ、ヽ`わち

砧力′性は「ササミノ'れ まり支ゅ宅してヽ`る。また Fァ キュタヵJi(レ(べても浅公共

であること| う`「ササミノ:,」と「7く ユ タカ」の栽姥文戎K導 入 し、汝谷珠轟走

の童え文戎そ拡大 し、摂女来生方来とレての史泣セた係寸らなり、深～62年友 Jり

弁笑力義々に縁入ヤる。

4、 まな立た光背及ひ
ギ寺友鬼込衝寂

火上,11工北地帝 、文上)'1マ北北☆ (ラtユ帝メ灼 、逢妥比帝の採岳 2θθ御以下の手

処幻。 そ 及え基0績 noθθ触

6、ラ頴ふユエの然 音、

(1)「 あきたこ』ろ」ば仏滋での碁芽わ、ヵるため、数 、だ芽を十ハ行ラマ弟泣ム

芽ウ殉行しム芽の孝文をはげら.

122、文よル1上飛 (ゑ 酒メ火 )光 帝、通野光背、文ユタ
・|ヤ走光十のム爾幻 でt女、懇鋼

が「7キユタカ」よ′1垂〈.ヤとの子|く入うのでマむ、なむ等奈救隷 むを用い

て内縫のた進 t lrから。

(う),耐 わl内性!士
「ササミ/り 」よりよ舎ちが、奔 tよ孜くないりで (7☆ ヒおり、ヨ

がネヒカ !】のよりな命海lM天は はなv )ヽ圭 逆イタだ裁姥直さtすら。宥装嵐沌m以上でヽ

ぼね1決のた険′ヒぶ島 し`。

“),「めきkこ まう」の期 安未ま|す「ササヾノ1)」立とし、迄には女沫断ゆ叔刺が

地彰と方えられら.狩焦滅 鋼の素をばた晏疲より表ヽ`ド、燕床室未療友は月癌

えととネされら.

(5)期 数つだ族|ま恭滅【|《欣みする輸が入さく、綻む劣痕 、筋朗/K官ガ|《戎蕉 して下

癌咳対すっの程 宅及 し、飛鉄た族|ぐ冴める。ちめκ筋仏以上のよ立を左泳寸るため

!ミ|す、飛数範つオ旅前後 、イ考たり知款芳.θへ拡θ千泣、暮妙 途サθん以上が
｀
tu率で、

あろ。

( 5 ,  げわう喩熱足hよ焦 ぃわう、害iげわうんとも「アキヒカ1 )、衣ヨニシキ」lこまさ

ち高すお′陀宅↓ってヽ`らぶ、`本角 K百症セ し、″疎基準|く欠って当ユ期防沫|こヽ歩かろ.

また、奪似ちるの力於t(↓留縫する。

(ク)「 力きたこどちュクメJり現尺り」過鋼1せ、乗荘努遥炭、でヽえると'ダθ
°C～イ″θ℃の鋼掛コてい

あ′)、メ可りよ り浮笛RI(よう晏賀イム下t〔表セすら.

6、試翻 鞍
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表-2食 求マ能式強 俄 歩巌試)

衣巧 テフ綸曇 来―ター1くよ卵 性
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